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恵比須神社秋季大祭
多良木町体育協会各支部体育祭
決算報告及び財政事情の公表

「ホッと館」がスタートしました
保健センターだより
国民年金インフォメーション
教育委員会だより
お知らせ
社協だより
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今
年
も
賑
わ
う
！　
恵
比
須
神
社
秋
季
大
祭
と
え
び
す
ふ
れ
あ
い
祭
り

▲「えびすふれあい祭り」のステージを盛り上げた黒肥地小学校の児童

　

秋
の
恒
例
で
あ
る
恵
比
須
神
社
秋

季
大
祭
（
え
び
す
祭
り
）
が
、
十
月

二
十
日
（
火
）、
二
十
一
日
（
水
）

の
両
日
、
同
神
社
境
内
一
帯
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

恵
比
須
神
社
奉
賛
会
（
米
満
巳
敏

会
長
）
主
催
、
多
良
木
町
商
工
会

（
味
岡
和
國
会
長
）
共
催
で
開
催
さ

れ
、
祭
り
は
、
境
内
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
多
良

木
商
連
シ
ー
ル
会
抽
選
会
や
商
品
券

付
紅
白
も
ち
投
げ
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
は
、
商
工
会
設
立
五
十
周
年

記
念
と
し
て
開
か
れ
、
特
に
二
十
日

に
行
わ
れ
た
町
内
パ
レ
ー
ド
で
は
、

熊
本
県
警
察
音
楽
隊
を
先
頭
に
子
供

み
こ
し
、
大
人
み
こ
し
に
交
じ
っ
て

多
良
木
高
校
の
み
こ
し
が
、
国
道

２
１
９
号
を
威
勢
よ
く
練
り
歩
き
、

祭
り
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
今
年
で
三
年
目
に
な
る
町

主
催
の
共
催
イ
ベ
ン
ト
「
え
び
す
ふ

れ
あ
い
祭
り
」
も
両
日
、
役
場
前
駐

車
場
一
帯
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

各
団
体
の
出
展
、
町
内
保
育
園
児

の
遊
戯
、
無
形
文
化
財
の
発
表
、
町

内
の
各
小
学
校
・
あ
い
あ
い
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
イ
ベ
ン
ト
、
Ｊ
２
ロ

ア
ッ
ソ
熊
本
選
手
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

な
ど
が
行
わ
れ
、
二
日
間
に
わ
た
り

晴
天
に
恵
ま
れ
、
大
い
に
賑
わ
い
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

▲たくさんの人が訪れた恵比須神社境内

▲町内パレードでの 1コマ ▲パフォーマンスをする多良木高校生徒

▲畜産会の串焼きは大繁盛！ ▲無形文化財の大久保銭太鼓踊り ▲熊本県警察音楽隊の演奏
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▲中央支部の選手宣誓

多良木町体育協会各支部体育祭
　

多
良
木
町
体
育
協
会
各
支

部
の
体
育
祭
が
、
十
月
十
日

（
土
）
に
槻
木
支
部
（
槻
小
）、

同
月
十
一
日
（
日
）
に
中
央
支

部
（
多
小
）・
黒
肥
地
支
部
（
黒

小
）・
久
米
支
部
（
久
小
）、
同

月
十
八
日
（
日
）
に
多
良
木
支

部
（
多
小
）、
そ
れ
ぞ
れ
町
内

の
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
日
程
も
天
候
に
恵

ま
れ
、
各
支
部
特
色
の
あ
る
競

技
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
参
加

さ
れ
た
方
々
は
、充
実
し
た「
ス
ポ
ー

ツ
の
秋
」
の
一
日
を
過
ご
さ
れ
た
よ

う
で
す
。

　

ま
た
、
当
日
は
本
町
の
体
育
・
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
功
績
が
あ
っ
た

方
々
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
受

賞
者
の
皆
さ
ん
、
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

体
育
協
会
被
表
彰
者
（
敬
称
略
）

■
社
会
体
育
功
労
賞

【
中
央
支
部
】

・
松
原　

敏
幸
（
六
区
の
二
）

・
赤
池
ト
キ
エ
（
七
区
の
一
）

■
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

【
中
央
支
部
】

・
梅
木　

博
光
（
五
区
の
一
）

・
椎
葉　

哲
哉
（
五
区
の
二
）

・
渕
田　

征
勝
（
七
区
の
二
）

【
多
良
木
支
部
】

・
佐
々
木
美
佳
（
八
区
の
一
）

・
古
賀　

春
菜
（
八
区
の
一
）

・
田
嶋　

悠
理
（
九
区
の
二
）

【
黒
肥
地
支
部
】

・
新
堀　

重
継
（
七
区
）

・
池
田　

直
樹
（
八
区
）

・
恒
松　

里
奈
（
東
九
区
）

【
久
米
支
部
】

・
白
濱　

隆
大
（
一
区
）

・
小
原　
　

円
（
二
区
）

・
松
下　

正
壽
（
四
区
）

・
荒
木　

啓
佑
（
四
区
）

・
北
﨑　

文
人
（
六
区
）

・
福
屋　

英
志
（
七
区
）

▲槻木支部の競技

▲多良木支部の長縄跳び ▲久米支部の夫婦リレー ▲黒肥地支部の応援合戦

　

十
月
二
十
二
日
（
木
）
開
催
さ
れ

た
、
あ
さ
ぎ
り
町
の
上
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
す

る
「
球
磨
人
吉
中
体
連
駅
伝
競
走
大

会
」
女
子
の
部
で
、
多
良
木
中
学
校

が
昨
年
に
続
き
、
大
会
新
記
録
で
優

勝
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
女
子
の
部
で
五
区
間

十
二
㎞
、
男
子
の
部
で
六
区
間
二
十

㎞
で
行
わ
れ
、
女
子
は
、
昨
年
つ

く
っ
た
歴
代
記
録
を
四
十
一
秒
縮
め

る
四
十
二
分
四
秒
で
優
勝
、
男
子
も

昨
年
よ
り
一
つ
順
位
を
上
げ
四
位
入

賞
と
健
闘
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
女
子
の
一
・
三
・
四
・
五
区

の
選
手
は
区
間
賞
で
、さ
ら
に
一
・
三

区
の
選
手
は
区
間
新
記
録
の
走
り
で

し
た
。

■
出
場
選
手
の
紹
介

【
女
子
の
部
】

・
一
区　

古
賀　

春
菜

　
　
　

三
年
（
多
八
区
の
一
）

・
二
区　

梅
木　

正
恵

　
　
　

三
年
（
多
五
区
の
一
）

・
三
区　

猪
原　

千
佳

　
　
　

二
年
（
多
二
区
の
一
）

・
四
区　

杉
野　

香
菜
子

　
　
　

一
年
（
多
六
区
の
三
）

・
五
区　

恒
松　

里
奈

　
　
　

二
年
（
黒
東
九
区
）

▲大会新記録で連覇を成し遂げた多良木中女子のメンバー

中
体
連
駅
伝
競
走
大
会
女
子
の
部 

連 

覇
！

【
男
子
の
部
】

・
一
区　

福
田　

悠
祐

　
　
　

三
年
（
多
一
区
の
二
）

・
二
区　

小
夏　

泰
樹

　
　
　

三
年
（
久
六
区
）

・
三
区　

川
邊　

広
次

　
　
　

三
年
（
多
八
区
の
一
）

・
四
区　

岩
﨑　

静
也

　
　
　

三
年
（
黒
七
区
）

・
五
区　

岩
﨑　

勝
杜

　
　
　

三
年
（
久
三
区
）

・
六
区　

井
上　

恭
太

　
　
　

三
年
（
多
二
区
の
一
）
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　平成 20 年度に町民の皆さんに納めていただいた税金
や、国・県からの補助金・地方交付税などがどのくらい
入り、どのように使われたかを示す一般会計等決算が９
月町議会定例会で承認されました。
　60 億 4,297 万円の歳入（収入）に対して 57 億 4,188
万円（支出）。差し引き３億 0,109 万円は平成 21 年度に
繰越されました。

平成２０年度

決算の概況
平成２１年３月末住民基本台帳人口　11,132 人

町の貯金と借金　（一般会計　平成２０年度末）

貯　金　　22 億 0,462 万円 借　金　　64 億 8,983 万円

町民１人当たりの貯金

約 19 万 8 千円

町民１人当たりの将来にわたる負担

約 58 万 3 千円
財源を調整する為の積立金残高・・

借金を返す為の積立金残高・・・・

その他の積立金残高・・・・・・・

7 億 4,066 万円

10 億 3,661 万円

4 億 2,735 万円

借金の残高は・・・・あと 64 億 8,983 万円

※上記のうち、地方債（借金）の種類ごとに
異なりますが、毎年返済する元金と利子の
30％～ 100%の割合で地方交付税（国から配
分される交付金）において措置されます。

○町民１人あたりの決算額（一般会計）　　　５１万６千円

まちの財政（一般会計）を年収３００万円の家庭に置き換えてみると１ケ月当たりの収入支出は ･･･

支　　　　　　出
生活費など

（人件費・扶助費）
7 万 8 千円

31.2％
光熱水費、車の購入など

（物件費）
2 万 2 千円

8.8％
家や車の補修費

（維持補修費・災害復旧費）
6 千円
2.3％

町内会費・寄付金
（補助費など）

4 万 6 千円
18.6％

家の新築・改築など
（普通建設事業費）

2 万 6 千円
10.4％

ローン返済
（公債費）

4 万 3 千円
17.1％

子どもへの仕送り
（繰出金）

2 万 9 千円
11.4％

預金
（積立金）

500 円
0.2％

支出合計 25 万円
100.0％

収　　　　　　入
事業収入

（町税）
3 万 4 千円

13.8％

自
主
財
源

パート収入
（使用料など）

1 万 2 千円
4.9％

その他
（繰越金、諸収入）

1 万 2 千円
4.8％

貯金の取り崩し
（基金の繰入れ）

5 千円
1.8％

小　計 6 万 3 千円
25.3％

親などからの援助
（地方交付税・補助金など）

16 万 3 千円
65.0％

依
存
財
源

銀行借入
（町債）

2 万 4 千円
9.7％

小　計 18 万 7 千円
74.7％

収入合計 25 万円
100.0％

※イメージしやすいように町の経費を平成２１年３月末の人口１１，１３２人で割って計算しています。
　参考としてご覧下さい。
※四捨五入処理しておりますので合計が合わない場合があります。

ぜひご覧下さい！！



一般会計の目的別歳出決算の状況

◆支出　　　　５７億４，１８８万円
　決算額（一般会計）は、平成１９年度と比較して１億 0,937
万円、1.9％の増となりました。
　目的別に見てみますと、衛生費で公立多良木病院改築
事業負担金等の増額により１億 7,821 万円の増、災害復
旧費で集中豪雨等に伴う災害の発生件数の増により 3,124
万円の増、総務費で電算システム改修事業完了等により１
億 5,285 万円の減となりました。
　公債費 ( 借金の返済 ) は、平成１９年度に比べ 2,111 万
円の増となっていますが、平成２０年度に過去の大型建設
事業による償還のピークを迎え、その後減少する見込みで
すが、引き続き多額の支出が必要で高い水準で推移する事
となります。

平成２０年度　決算報告平成２０年度　決算報告

◆収入　　　　６０億４，２９７万円
　決算額（一般会計）は平成１９年度と比較して１億 7,561
万円、3.0％の増となりました。
　主な増額の理由は、町債で公立多良木病院改築事業負
担金等に伴う借入金の増額により１億 9,522 万円の増、
地方交付税で国の経済対策等に伴う増額で 9,234 万円の
増、県支出金で後期高齢者医療制度に伴う県負担金の増
額により、2,324 万円の増となっております。
　収入総額の 45.0％を地方交付税が占めており、地方交
付税に依存した財政運営となっています。今後、地方交付
税が減額されることがあれば、更に厳しい財政運営を迫ら
れることになります。

　　　　　年度
款　　　　　

平成19年度 平成20年度
前年度比

決 算 額 決 算 額

民 生 費 147,859 149,909 1.4

公 債 費 95,943 98,054 2.2

土 木 費 46,307 47,121 1.8

総 務 費 73,392 58,107 △ 20.8

衛 生 費 64,731 82,552 27.5

農 林 水 産 業 費 55,820 53,155 △ 4.8

教 育 費 42,841 45,376 5.9

災 害 復 旧 費 3,604 6,728 86.7

消 防 費 20,700 20,804 0.5

議 会 費 9,076 9,153 0.8

商 工 費 2,978 3,229 8.4

予 備 費 0 0

合　　　計 563,251 574,188 1.9

単位：万円

　　　　　年度
款　　　　　

平成19年度 平成20年度
前年度比

決 算 額 決 算 額

地 方 交 付 税 262,451 271,685 3.5

町 税 83,170 83,635 0.6

県 支 出 金 55,867 58,191 4.2

国 庫 支 出 金 39,785 39,960 0.4

町 債 39,029 58,551 50.0

繰 越 金 35,119 23,485 △ 33.1

地 方 譲 与 税 等 24,679 23,176 △ 6.1

財産収入及び諸収入 16,780 15,045 △ 10.3

負担金及び使用料 18,344 19,473 6.2

繰 入 金 11,507 11,070 △ 3.8

寄 付 金 5 26 420.0

合　　　計 586,736 604,297 3.0

単位：万円

農林水産業費
9.2％

教育費
7.9％

災害復旧費
1.2％

消防費
3.6％

会議費
1.6％

商工費
0.6％

予備費
0.0％

民生費 26.1％

公債費 17.1％
総務費 10.1％

衛生費 14.4％
土木費
8.2％

寄付金 0.1％

繰入金 1.8％

負担金及び
使用料
3.2％

財産収入
及び諸収入

2.5％

繰越金 3.9％

町債 9.7％

地方譲与税等 3.8％

町税 13.8％

地方交付税
45.0％

国庫支出金
6.6％ 県支出金 9.6％

（５）
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国民健康保険特別会計

歳　入
歳　出
差引額

特別会計の決算特別会計の決算
平成20年度

14億9,378万円
13億6,471万円
1億2,907万円

平成19年度
15億1,585万円
14億  929万円
1億  656万円

老人保健特別会計

歳　入
歳　出
差引額

平成20年度
1億4,911万円
1億4,784万円

127万円

平成19年度
13億9,120万円
13億6,783万円

2,337万円

後期高齢者医療特別会計

歳　入
歳　出
差引額

平成20年度
1億0,944万円
1億0,567万円

377万円

※この会計は平成
20 年度から開始
されましたので平
成 19 年度は該当
がありません。

介護保険特別会計

歳　入
歳　出
差引額

平成20年度
12億2,707万円
11億4,143万円

8,564万円

平成19年度
12億2,107万円
11億7,619万円

4,488万円

久米財産区特別会計

歳　入
歳　出
差引額

平成20年度
1,402万円
1,230万円

172万円

平成19年度
1,837万円
1,593万円

244万円

下水道事業特別会計

歳　入
歳　出
差引額

平成20年度
5億3,312万円
5億1,662万円

1,650万円

平成19年度
5億1,402万円
4億9,614万円

1,788万円

上水道事業会計
収益的収支
収　入
支　出
差引額

平成20年度
1億7,866万円
1億5,747万円

2,119万円

平成19年度
1億8,075万円
1億6,406万円

1,669万円
平成20年度

2,138万円
8,057万円

△5,919万円

平成19年度
2,502万円

1億6,819万円
△1億4,317万円

資本的収支
収　入
支　出
差引額

※資本的収支の不足額については当該年度分消
費税及び地方消費税の調整額及び過年度分損益
勘定留保資金で補てんしています。

平成２０年度の主な事業費
総務費
退職手当組合負担金
研修室空調設備改修工事
人吉球磨広域行政組合負担金（運営・企画費）

5,835万円
893万円

1,670万円

民生費
国民健康保険特別会計繰出金（人件費含む）
介護保険特別会計繰出金（人件費含む）
後期高齢者医療特別会計繰出金
町立保育所運営費

9,816万円
1億9,511万円
1億5,560万円
1億4,737万円

衛生費
人吉球磨広域行政組合負担金（ごみ・火葬場等）
球磨郡公立多良木病院負担金
住民健康診断事業
乳幼児医療費扶助

1億3,957万円
4億4,559万円

2,879万円
2,500万円

農林水産業費
中山間地域等直接支払制度交付金
町有林木材搬出事業
林道湯原線整備事業
宮ケ野地区用水施設整備事業

6,685万円
4,918万円
2,982万円
6,958万円

商工費
多良木町商工会運営補助金 1,100万円

土木費
道路維持費
下水道事業特別会計繰出金
住宅建設事業（繰越含む）
町道荒水谷皆越線整備事業
町営住宅管理費
集落道整備事業

1,468万円
1億9,091万円

7,512万円
9,851万円

611万円
1,300万円

消防費
上球磨消防組合負担金
動力ポンプ積載車購入
防災行政無線個別受信機購入

1億5,360万円
294万円
315万円

教育費
太田家住宅修復整備事業
各小学校施設整備事業

8,739万円
1,466万円

災害復旧費
公共土木施設災害復旧事業
農業用施設災害復旧事業
林業用施設災害復旧事業

5,444万円
1,158万円

126万円

公債費
起債の償還 9億8,054万円



平成２１年度上半期　町の財政事情
私たちのまちの家計簿
平成２１年度上半期　町の財政事情

一般会計　予算額総額　　７３億１，０２８万円

１　収入及び支出の概況
　本町の平成２１年度上半期（平成２１年９月末日現在、予算については９月補正後）において、各会計ごとの
収入及び支出の状況は次のとおりです。

　地方公共団体の行政運営の基本的な経費を網羅して計上した会計で、他の特別会計で計上される以外のすべての
経費を処理しています。
　平成２１年度は当初予算額 55 億 1,400 万円に３回の補正を行い、17 億 9,628 万円を追加しています。

歳　入 単位：万円
　　　　　区分
科目　　　　　 説　　　　　　　　明 予算額Ａ 収入済額Ｂ 収入率

Ｂ／Ａ金　額 構成比 金　額 構成比
町 税 町民の方々から納付して頂いた税金 77,138 10.6％ 46,999 15.5％ 60.9％
地 方 譲 与 税 国が国税として徴収し、一定基準によって町に譲与される税 6,905 0.9％ 2,547 0.9％ 36.9％
利子割交付金等 県民税の利子を按分して町に交付 335 0.0％ 179 0.1％ 53.4％
地 方 消 費 税
交 付 金 消費税から町への交付金 8,380 1.2％ 6,181 2.0％ 73.8％

自 動 車 取 得 税
交 付 金 県に納付された自動車取得税の約 70％を交付 1,270 0.2％ 520 0.2％ 40.9％

地 方 特 例
交 付 金 地方税の減税に伴う減収額を補てんするため国から交付 1,750 0.2％ 1,750 0.6％ 100.0％

地 方 交 付 税 町が自主的に行政を執行できるよう国から交付される財源 223,210 30.5％ 194,999 64.4％ 87.4％
交 通 安 全 対 策
特 別 交 付 金 町が交通安全施設の整備を行うため交付 150 0.0％ 100 0.0％ 66.7％

分 担 金
及 び 負 担 金 保育園の保護者負担金等 12,125 1.7％ 3,756 1.2％ 31.0％

使 用 料
及 び 手 数 料 各種施設の使用料等 9,410 1.3％ 4,695 1.5％ 49.9％

国 庫 支 出 金 国が交付する補助金等 165,256 22.6％ 4,195 1.4％ 2.5％
県 支 出 金 県が交付する補助金等 67,357 9.2％ 4,799 1.6％ 7.1％
財 産 収 入 町有林の間伐木売払収入等 11,220 1.5％ 4,172 1.4％ 37.2％
寄 付 金 町民の方々からの寄付金 56 0.0％ 56 0.0％ 100.0％
繰 入 金 基金等からの繰入金 33,129 4.5％ 0 0.0％ 0.0％
繰 越 金 前年度繰越金 26,794 3.7％ 26,794 8.8％ 100.0％
諸 収 入 健康診断個人負担金等雑収入 4,845 0.7％ 1,184 0.4％ 24.4％
町 債 国などから借りた借金等 81,698 11.2％ 0 0.0％ 0.0％
合 計 731,028 100.0％ 302,926 100.0％ 41.4％

収入済額 302,926 万円の構成
　主な収入済額は、地方交付税
19億4,999万円、町税4億6,999
万円、地方譲与税等 1 億 1,277
万円で、全体の収入率は 41.4%
となっています。なお、国県支
出金や町債など工事等に伴う歳
入については、出納閉鎖 (5 月
31 日 ) 前に収入予定となってい
ます。

地方交付税
64.4％

町税
15.5％

繰越金
8.8％

地方譲与税・地方
消費税交付金など

3.8％

国・県支出金
3.0％

使用料及び手数料
1.5％

分担金及び負担金
1.2％

財産収入
1.4％

諸収入・寄付金
0.4％

（７）



支出済額 210,090 万円の構成
　支出率は 28.7%で、歳入と同
様に工事等に伴う歳出について
は、出納閉鎖前に支出予定となっ
ています。

歳　出
　　　　　　　　　　　　区　　分
科　　目　　　　　　　　　　　　

予算額Ａ 支出済額Ｂ 支出率
Ｂ／Ａ金　額 構成比 金　額 構成比

議 会 費
議会の開催など

9,231 1.3％ 4,574 2.2％ 49.6％

総 務 費
施設管理・電算・広報など

92,387 12.6％ 22,734 10.8％ 24.6％

民 生 費
福祉事業・保育所など

162,948 22.3％ 52,260 24.9％ 32.1％

衛 生 費
ごみ処理・住民検診など

71,065 9.7％ 25,842 12.3％ 36.4％

労 働 費
雇用対策など

5,683 0.8％ 1,181 0.6％ 20.8％

農 林 水 産 業 費
農地、森林整備など

67,414 9.2％ 12,301 5.9％ 18.2％

商 工 費
商工業の振興、観光など

10,417 1.4％ 1,546 0.7％ 14.8％

土 木 費
道路、河川の整備など

48,863 6.7％ 12,929 6.1％ 26.5％

消 防 費
消防活動、災害対策など

20,363 2.8％ 13,322 6.3％ 65.4％

教 育 費
幼稚園、各学校の管理など

147,626 20.2％ 18,401 8.8％ 12.5％

災 害 復 旧 費
道路、農地、林道の復旧など

853 0.1％ 9 0.0％ 1.1％

公 債 費
借金の返済

93,510 12.8％ 44,991 21.4％ 48.1％

予 備 費 668 0.1％ 0 0.0％ 0.0％

合　　　　　　計 731,028 100.0％ 210,090 100.0％ 28.7％

農林水産業費
5.9％

単位：万円

土木費
6.1％

総務費
10.8％

教育費
8.8％

衛生費
12.3％

公債費
21.4％

民生費
24.9％

消防費
6.3％

議会費
2.2％

労働費
0.6％

商工費
0.7％

予備費 , 災害復旧費
0.0％

（８）



特別会計予算額合計　　３３億９，９２１万円

特定の事業を行うときなどに経理を他の会計と区別する必要があるとき法律や条例に基づいて設置しています。
	
・国民健康保険特別会計
　　　国民健康保険事業の歳入歳出等の財務に関する会計。

・老人保健特別会計
　　　老人保健医療事業の歳入歳出等の財務に関する会計。

・後期高齢者医療特別会計
　　　７５歳以上及び６５歳以上の一定以上の障害のある方への医療サービスを提供するための会計。

・介護保険特別会計
　　　介護保険事業の歳入歳出等の財務に関する会計。

・久米財産区特別会計
　　　区有林経営事業の円滑な運営とその経理の適正化を図るために設置。

・下水道事業特別会計
　　　下水道事業の円滑な運営とその経理の適正化を図るために設置。

各特別会計収支状況　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：万円

区　分
会計名

予算額
収　入　済　額 支　出　済　額

収入率 支出率

国民健康保険特別会計 140,986 58,917 41.8％ 58,210 41.3％

老 人 保 健 特 別 会 計 109 127 117.1％ 9 8.3％

後期高齢者医療特別会計 11,742 3,369 28.7％ 2,087 17.8％

介 護 保 険 特 別 会 計 132,370 55,616 42.0％ 46,988 35.5％

久 米 財 産 区 特 別 会 計 3,352 680 20.3％ 465 13.9％

下 水 道 事 業 特 別 会 計 51,362 16,511 32.1％ 14,603 28.4％

合　　　　　　計 339,921 135,220 39.8％ 122,362 36.0％

国民健康保険 老人保健 後期高齢者医療 介護保険 久米財産区 下水道

予算額に対する収支割合

（９）



３　公営事業の経理の状況（上水道事業会計）
　平成２１年９月末日における上水道事業会計の経理の状況は、次のとおりです。

収益的収入及び支出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  単位：万円 ,％
区　　　　　分 予  算  額  Ａ 収支済額Ｂ Ｂ／Ａ

収　

入

水 道 事 業 収 益 17,359 8,834 50.9％
内
訳

営 業 収 益 17,011 8,827 51.9％
営 業 外 収 益 348 7 2.0％

支　
　

出

水 道 事 業 費 用 15,790 3,495 22.1％

内　

訳

営 業 費 用 12,830 2,227 17.4％
営 業 外 費 用 2,960 1,268 42.8％
特 別 損 失 0 0 0.0％

※ 資本的収入が資本的支出に不足する額は、過年度損益勘定留保資金で補てんするものとする。

資本的収入及び支出　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　 単位：万円 ,％
区　　　　　分 予  算  額  Ａ 収支済額Ｂ Ｂ／Ａ

収　

入

資 本 的 収 入 400 0 0.0％
内
訳

企 業 債 0 0 0.0％
出資金、負担金 400 0 0.0％

支　

出

資 本 的 支 出 8,652 2,005 23.2％
内
訳

建 設 改 良 費 3,638 0 0.0％
企 業 債 償 還 金 5,013 2,005 40.0％

※備考
○町民税
　個人及び法人等に対し「所得割」又は「均等割及び所得割若しくは法人税割の合計額」によって賦課さ
れる税。
○固定資産税
　固定資産（土地、家屋及び償却資産）に対し賦課される税。
○軽自動車税
　原動機付自転車、軽自動車、小型特殊自動車及び二輪の小型自動車に対し賦課される税。
○市町村たばこ税
　たばこの製造者等が、製造たばこを小売業者に売り渡す場合において賦課される税。

２　住民負担の状況
　平成２１年度の住民一人あたりの町税の負担額→ 74,001 円
　平成２１年９月末日における町税全体（国民健康保険税を除く）の調定額は８億１，９８６万円で、これを多良
木町の人口１１,０７９人（平成 21 年 9 月 30 日現在）で割りますと、住民一人当たり７４，００１円となります。

（10）



公債現在高の状況　　　公債現在高総額（一般会計及び特別会計）　　８７億４，２９３万円

公 債 現 在 高 の 構 成

一般会計
74.3％

下水道事業
特別会計
25.6％

介護保険
特別会計

0.1％

元　金
借入先

平成20年度
末現在高

平成21年度
発行予定額

平成21年度
償還元金 差引現在高

1 政 府 資 金 481,832 81,068 62,106 500,794
財 政 融 資 資 金 403,531 81,068 44,795 439,804
簡易生命保険資金等 78,301 0 17,311 60,990

2 地 方 公 営 企 業 等 38,064 630 4,053 34,641
3 市 中 銀 行 41,857 0 8,948 32,909
4 その他の金融機関 81,131 0 5,194 75,937
5 共 済 等 0 0 0 0
6 そ の 他 6,099 0 892 5,207

合　　　　計 648,983 81,698 81,193 649,488

一般会計（借入先別）　　 　　　　　　　　　　　　　単位：万円

元　金
会　計

平成20年度
末現在高

平成21年度
発行予定額

平成21年度
償還元金 差引現在高

下水道事業特別会計 225,226 12,350 13,943 223,633
介 護 保 険 特 別 会 計 1,758 0 586 1,172

合　　　　計 226,984 12,350 14,529 224,805

特別会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 単位：万円

※ 四捨五入で表示しているため差引現在高に誤差が生じる場合があります。

一 時 借 入 金 現 在 高 の 状 況

平成２１年９月末日現在　一時借入金額現在高 なし

※　一時借入金
　会計年度中に一時的に収支の不均衡を生じ、歳計現金が不足した場合に、その支払資金の不足を補うた
めに地方公共団体が借り入れる借入金をいう。
　一時借入金は、予算には歳入として計上しないものであり、その会計年度の歳入をもって、その会計年
度において、償還しなければならない。

４　財産、公債及び一時借入金の現在高
　公有財産の状況

平成２１年９月末日における公有財産の状況は、次のとおりです。
※行政財産
　地方公共団体において公用又は公共用
に供し、又は供する事と決定した財産。

（地方公共団体の行政執行の物的手段と
して行政目的の効果的達成のために利用
されるべきもの）

※普通財産
　行政財産以外の一切の財産。（行政財
産のように行政執行上の用具として直接
使用されるべきものではなく、その経済
的効果を保全発揮することにより、間接
的に地方公共団体の行政に貢献せしめる
ため、原則として一般私法の適用を受け
て管理処分が行われるべき性質のもの）

項　　　目 土　地　㎡
建　　物

延面積㎡ 棟数

行　

政　

財　

産

本 庁 舎 13,037 5,133 11
そ の 他 の 施 設 1,878 1,747 13

公
共
用
財
産

小 学 校 75,472 14,395 34
中 学 校 30,746 7,418 16
公 営 住 宅 63,750 18,449 111
公 園 26,145 314 11
そ の 他 215,275 19,840 82

計 426,303 67,296 278

普 

通 

財 

産

宅 地 43,713 1,372 14
山 林 11,943,566
原 野 461,435
そ の 他

計 12,448,714 1,372 14
合　　　計 12,875,017 68,668 292

（11）



（12）

北海道南幌町との姉妹町提携に向けて
　姉妹町提携を進めている北海道南幌町について、先月号から紹介を始めましたが、
今月は南幌町の歴史と観光施設を紹介します。

北海道南幌町の歴史
明治２６年　石川邦光、宮城県人 77 戸 (250 余人 ) を引き連れて入植（南幌町の始まり）
明治２８年　幌向村戸長役場設置　村内戸数 350 戸
昭和３７年　幌向村に町制施行し南幌町となる　町内戸数 1,423 戸
昭和４３年　南幌町（みなみほろちょう）を南幌町（なんぽろちょう）と改称
平成１０年　人口１万人を達成
　（南幌町勢要覧２００４「南幌の足跡」より抜粋）
※　平成２１年４月１日現在　　人口　９，０２５人　　世帯数　３，３８１世帯

南幌町の観光施設

なんぽろ温泉ハート＆ハート
　宿泊もできる充実した施設が整った館内には、
天然温泉でゆっくりと疲れをいやし、家族や仲間
と憩う、安らぎの空間が広がっています。
　お子様からお年寄りまで、利用目的や人数に合
わせたぬくもりのあるひとときを、心ゆくまでお

楽 し み く だ さ
い。また、日帰
り 入 浴 の 方 は
無 料 休 憩 室 が
お 気 軽 に ご 利
用 い た だ け ま
す。

なんぽろリバーサイド公園
　夕張川河川敷を利用した総合運動公園でレーシ
ングカート、サッカー、パークゴルフ、キャンプ
など多目的アミューズメントパークとして人気が
あります。 
　広大な水辺のうるおい空間として、スポーツだ

けでなく、レク
リエーション、
憩 い の 場 と し
て も 利 用 さ れ
ています。

南幌町ふるさと物産館「ビューロー」
　観光・物産などの情報発信基地として平成 12
年度にオープンしました。1 階交流ホールでは各
種特産品の販売や町の観光案内など総合窓口があ
り、新鮮な地元農産品販売の朝市や各種イベント
も開催されます。

　また、22 メー
ト ル の 高 さ か
ら 360 度 見 渡
せ る パ ノ ラ マ
展望台は、一見
の 価 値 が あ り
ます。

南幌リバーサイドカートランド
　南幌リバーサイドカートランドは、全国でも珍しい町営
の JAF 公認カートコース。コースは、全長 727 ｍ、全幅 8 ｍ、
最大直線長 120 ｍと全日本クラスの大会も開催できる本
格的なカートコースです。持込カート又はレンタルカート
による走行で、気軽にモータースポーツを堪能することが

できます。
　また、ジュニア
ク ラ ス の キ ッ ズ
カ ー ト、 コ マ ー
60 クラスの利用
者も多く、親子で
楽しむことができ
ます。



病児・病後児保育 ｢ホッと館｣ がスタートしました
病児・病後児保育とは・・・
　「子どもが急な病気をして、保育園や学校には出せない」、「子どもの病気が治りつつあるが、
もう少し安静が必要」、「しかし、急に仕事は休めない」そんな両親に代わって、一時的に子
どもを預かるところです。
　全国的に見ても近年、このような施設は右肩上がりで増加しており、県内では１４カ所（全
国病児保育協議会加盟施設）、人吉球磨管内では「あひるハウス」( 人吉市 ) につぎ、「ホッと館」
が２カ所目となります。

　この病児・病後児保育事業に力を注がれた公立多良
木病院小児科医の師井敏裕先生は、５年ほど前から署
名活動を行うなど、この事業の必要性を訴えてこられ
ました。そして、病院の増改築等に伴い、今年９月１
日に事業がスタートしました。
　ホッと館には、看護師、保育士が常駐し、保育する
子どもの人数によってスタッフが招集されます。そし
て、保育中の子どもの様態急変には、いち早く対応で
きることの安心感があります。事業へ踏み出した保育
現場から「子どもの安全と親が安心して預けられるよ
う頑張りたい」との声を聞くことができました。

　また、これまで利用された方々は、「本当に良かった」と感謝の言葉。まだ始まったばかりの病
児・病後児保育事業ですが、これから、たくさんの人に知ってもらい、そして、少しでも皆さんの役
に立てばと、師井先生は、保育現場で働く看護師、保育士さんとの連携を大事にされておられます。

●利用対象者
　・生後６ヶ月から小学３年生までの児童で、医療機関による入院治療の必要はないが、集団保育等

が困難で、かつ保護者の勤務等の都合により家庭で看護を行うことが困難な児童。
●登　録
　・公立多良木病院に｢病後・病後児保育事業（ホッと館）利用登録書｣を提出してください。
　　（※必要なもの・・・母子手帳、保険証、印鑑など）
　・多良木町・あさぎり町・湯前町・水上村の各役場でも登録できます。
●利用時間
　・月曜日～金曜日　午前８時～午後５時（時間延長あり）
　※休日及び１２月２９日～１月３日までを除く。
●利用予約
　・電話予約(４２－２５６０)をしてください。
　・当日予約も可能。キャンセルする場合は、当日８時までに必ず連絡が必要です。
●利用料金
　・１日２，０００円、半日１，０００円
　・昼食　３００円
　・延長料金　３０分あたり５００円
　※多良木町・あさぎり町・湯前町・水上村以外の方は

利用料が倍になります。
●利用当日
　・朝８時から小児科医師井先生の診察、問診のあと入室。
　 （８時以降でも利用可能）

【お問い合わせ先】
　■ホッと館（公立多良木病院内）電話４２－２５６０（代表）
　■多良木町役場　子ども対策課　電話４２－１２６２（直通）
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ホッと館は公立多良木病院本館５階西側
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牛
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選
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六
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球
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畜
産
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進
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、
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九

日
（
火
）
錦
町
一
武
の
球
磨
家
畜
市

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
良
木
町
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さ
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あ
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。
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】
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光
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席
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昭　

名
誉
賞　

五
席

▲育成種牛１部の田山直実さん

球
磨
畜
産
共
進
会

多
良
木
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区
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連
覇
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十
月
十
七
日
（
土
）、
株
式
会
社

九
電
工
六
名
の
み
な
さ
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が
、
久
米

小
学
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隣
に
あ
る
「
多
良
木
町
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れ
あ
い
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タ
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」
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ま

し
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。

　

植
木
が
繁
っ
て
、
う
っ
そ
う
と
し

て
い
た
玄
関
周
り
を
き
れ
い
に
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

九
電
工
の
み
な
さ
ん
に
よ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業

▲ボランティアで植木剪定作業をする九電工のみなさん

　

九
月
二
十
六
日
（
土
）、
錦

町
一
武
の
球
磨
家
畜
市
場
で
、

郡
市
内
の
酪
農
農
家
が
一
堂
に

会
す
る
「
第
五
十
回
郡
市
乳
牛

共
進
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
良
木
町
か
ら
は
、
二
頭
の

出
品
が
あ
り
、
成
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
未
経
産
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第
六
部
】

・
神
瀨　

幸
和　

六
席

【
経
産
牛　

第
九
部
】

・
新
堀　

重
継　

二
席
（
リ
ザ

ー
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
）

　

多
良
木
町
教
育
委
員
会
委
員

の
任
期
満
了
に
伴
い
、
髙
橋
裕

子
さ
ん
（
多
十
区
の
一
）
が

再
任
さ
れ
、
十
月
一
日
（
木
）、

役
場
応
接
室
に
お
い
て
辞
令
交

付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

髙
橋
さ
ん
は
、
平
成
十
七
年

に
教
育
委
員
会
委
員
に
な
ら
れ
、

今
回
が
二
期
目
（
任
期:

四
年
）

と
な
り
ま
す
。

▲再任された髙橋教育委員

教
育
委
員
に
髙
橋
裕
子
さ
ん

▲経産牛第九部の新堀重継さん

第
五
十
回
郡
市
乳
牛
共
進
会
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～私の“いのち”のリレー～
　緊急時の連絡先、かかりつけ医を記載した表を筒状のケースに入れ、どの家庭にもある冷蔵庫
に保管し、緊急時に駆けつけた方が即座に連絡が取れる「私の“いのち”のリレー」の配布を民
生委員さんを通して始めます。筒の中には、駆けつけた方用と封筒に入った救急隊員用が入って
います。筒のケースが入っている冷蔵庫にはマグネットシールが貼ってあります。「病院へ搬送後、

　「高齢者が尊厳を持って、可能な限り住み慣れた地域で安心して生活が出来るよう、見守り等の
ご協力をお願い致します。」　　　　　　　　　　　　　～多良木町見守りネットワーク協議会～

冷蔵庫のドアへ！！ 冷蔵庫の中へ！！

【地デジサポーターによる戸別訪問のご案内】
　2011 年 7 月に現在視聴しているアナログ放送が終了し、地上デジタル放送へと完全移行します。
この地上デジタル放送を視聴するためには、地上デジタル放送対応のテレビ又はチューナー等が必要
となります。また、アンテナ工事等も必要となる場合があります。　　　　
　総務省 熊本県テレビ受信者支援センター ( 愛称：デジサポ熊本 ) では、今年度、特に高齢者・障が
い者等を対象として地上デジタル放送についての正しい知識と情報を得ていただくために、熊本県下
で「地デジに関する説明会・相談会・戸別訪問」を進めています。
　高齢者の中には、地デジへの対応方法等が判らないという方も多い事から、デジサポ熊本で行う戸
別訪問と併行して、熊本県電機商工組合加盟の電器店（地デジサポーター）のご協力により、地デジ
の準備について、親切なアドバイスを無料にて行います。
　現在、地デジ完全移行に便乗して、架空の工事料金や加入負担金を請求するといった詐欺が発生し

●問い合わせ先
　□総務省　熊本県テレビ受信者支援センター　☎：（096）325-6255　fax：（096）325-6288
　　受付時間　平日／ 9：00 ～ 18：00（土・日・祝日は除く）
　□地デジサポーター事務局　☎：（0570）050-560　
　　受付時間　平日／ 10：00 ～ 18：00（土・日・祝日は除く）

ていることから、悪質な訪問
販売等と混同されないよう
に、地デジサポーターのご訪
問時にはユニフォーム、腕章、
ID カードを着用し訪問いたし
ます。

その方が介護保険等の支援が必要な場合もありま
すので、民生委員さんへの連絡をお願いします。」
この「私の“いのち”のリレー」は、一人暮らし
の高齢者、高齢者のみの世帯の方ばかりではなく、
家族がいても、日中、一人になり、持病があるた
め不安だとか、母子家庭、父子家庭の方にも、訪
問調査を行い配布します。必要な方は、民生委員
さんまでご連絡ください。

■地デジサポーターユニフォーム他
（ユニフォーム） （腕　章） （ＩＤカード）



平成２１年１０月より

要介護認定の調査方法が一部見直されました

社会福祉法人等による介護サービス利用者負担額軽減制度について
　一定の要件を満たす低所得者で生計が困難な人は、社会福祉法人等が行う
介護サービスの利用料の一部が軽減されます。食費および居住費も軽減の対
象となります。
　対象となる人は、市町村民税世帯非課税で、要件をすべて満たし、収入や
世帯の状況等を総合的に勘案した結果、生計が困難と町が認めた人です。
　なお、生活保護受給者および利用者負担割合 5％以下
の旧措置入所者は、ユニット型個室の居住費負担を除い
て対象としません。
※申請される場合は、担当ケアマネジャーにご相談くだ
　さい。
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平成２１年４月から９月までに新規に
要介護認定・要支援認定の申請をされた皆様へ

①「非該当」と判定された方で、実情と一致していないと思われる
場合、再申請を行うことができます。

※必ず認定されるとは限りません。再度「非該当」となる場合も
ございますので、ご了承下さい。

②「認定された要介護度」が、実情と一致しな
いと思われる場合、有効期間終了前であって
も区分変更申請を行うことができます。

※必ず希望どおりの要介護度で認定される
とは限りませんので、ご了承下さい。

お問合せ先
多良木町役場　健康・保険課　高齢者支援係

電話４２－１２５５（直通）



１日３食を基本に、
自分に合った食事リズムを作りましょう！

1 日２食しか食べなければ・・・
⇩
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【お問い合わせ先】　多良木町保健センター　電話４２－１１００（直通）

●皆さんは、１日２食にすると痩せられると思いますか・・・？

保健センターだより

・・・・残念ながら答えはノーです。1日３食から２食にすることで、全体的に食事の量が減り、
体重減少になるのでは・・・と考えたくなりますが、私たちの生体リズムには一定の周期があり
ます。食事の回数と摂取エネルギーの関係は、肥満において重要な要因になります。

健康的に過ごすために必要な栄養が足りない！
体が脂肪をためようとして、肥満になりやすくなる！

原因は何でしょうか？

♡ 日々の食生活を見つめ直し、毎日の食事を健康で豊かなものにしていきましょう。

　生活リズムがくずれていませんか？自分の生活を振り返ってみましょう。
　　・朝食が食べられない
　　・仕事が忙しくて昼食を食べる時間がない
　　・ダイエットのために食事を抜く

・・・等々、当てはまるものがありませんか？

買い物風景

みんなの健康のためにも、
もっと食べもののことを勉強して、
おいしい食事をつくるわ。

ぼくも
好ききらいせずに、
たくさん食べるよ。
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国民年金インフォメーション

社会保険料控除証明書が発行されます
〜 年末調整・確定申告まで大切に保管を 〜

　国民年金保険料は、税の申告をする際、納めた全額が社会保険料控除の対象となります。
　この社会保険料控除の申告について、国民年金保険料の社会保険料控除を受けるためには、年末調
整や確定申告を行う際に、保険料を支払ったことを証明する書類の添付等が義務付けられています。
　このため、国民年金保険料を納付された方には、「社会保険料控除証明書」が社会保険庁から送付さ
れますので、年末調整や確定申告を行う際まで大切に保管してください。

【お問い合わせ先】
八代 社 会 保 険 事 務 所

〒８６６- ８５０３　熊本県八代市萩原町２-１１- ４１
TEL（０９６５）３５- ６１２３（代表）　FAX（０９６５）３２- ８７４９

http://www.sia.go.jp/~kumamoto/

送　付　時　期

平成２１年１月１日から
９月３０日までに納付さ
れた方

平成２１年１１月

平成２１年１０月１日から
１２月３１日までに今年
はじめて納付された方

平成２２年２月

【お問い合わせ先】※再発行を受け付けます。
控除証明書専用ダイヤル
TEL.0570-070-117　　ＩＰ電話等からは 03-6700-1130
●開設期間　平成21年11月2日㈪〜平成22年3月13日㈯
●受付時間　○月〜金 8:30〜17:15
　　　　　　ただし、月曜日（月曜日が休日の場合は火曜日）は
　　　　　　19:00まで受付
　　　　　　○第２土曜日 9:30〜16:00
　　　　　　※11月の第２・第４土曜日と翌日曜日 9:30〜16:00
　　　　　　※祝日はご利用いただけません。

【よくある質問 Ｑ＆Ａ】
Ｑ 「社会保険料控除証明書」に記載されている月分以外の保険料を 12 月 31 日までの間に納付した場合は、今年分
　として申告できますか。
Ａ 今年度分として申告できます。「社会保険料控除証明書」に記載されている保険料額に、後から納付した保険料額
　を合算して申告してください。なお、後から納付した保険料分の「領収証書」も必ず添付する必要があります。
Ｑ 家族の保険料を納付した場合も申告することができますか。
Ａ 世帯主または配偶者としてご家族の国民年金保険料を納付した場合は、納付した方がその保険料を申告することが
　できます。

扶養親族等申告書は期限までに提出しましょう！
年金受給者のみなさまへ
　老齢や退職を支給事由とする年金は、所得税法上、「雑所得」として所得税がかかります。（障害年金・遺族年金は
課税されません。）
　年金にかかる所得税の計算は、年金受給者の方から提出された「扶養親族等申告書」をもとに行いますので、各種
控除を受けるためにはこの申告書を提出しなければなりません。
　対象となる受給者の方には、11 月上旬頃に社会保険業務センターから申告書のはがきが送られてきますので、12
月 1 日までに提出してください。

平成 22 年分「扶養親族等申告書」が送付される方

年　　　　　齢
65 歳未満 年金額が 108 万円以上
65 歳以上 年金額が 158 万円以上

●申告書の提出を忘れると各種控除が受けられず、所得税の源泉徴収税額が多くなる場合がありますのでご注意くだ
さい。
●年金以外に所得がある方は確定申告が必要です。
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教 育 委 員 会 だ よ り
多良木町の文化財

■　蓮花寺跡笠塔婆
昭和３６年７月１８日町指定
所在地　多良木町大字黒肥地字蓮花寺
　蓮花寺跡の上蓮笠塔婆である。
　黄色をおびた凝灰岩で作られ、総高 151cm、24cm
角、右塔上部の四面に弥陀三尊のを表す梵字を薬研
彫にし、その下に銘文が陰刻されて
いる。銘文中の上蓮は、上相良 2 代
頼氏と推定され、製作の年代は文永
6 年（1269）己巳 7 月 14 日である。
　上蓮は、正応六年（1293）7 月、
子息頼宗、孫頼秀等にそれぞれ領地
を譲っている。異国警固に向う頼氏
の無事を祈願したものです。

　 去 る 10 月 17 日（ 土 曜
日）午前 9 時から九電工多
良木営業所（深水信一郎所
長）の職員７名の皆様によっ
て黒肥地小学校校庭にそび
える高木の枝落としを高所
作業車によって実施していただきました。
　これは、九電工の『さわやかコミュニティ旬間』の取
り組みとして行っていただいたもので、一昨年から多良
木町内各小学校の樹木の枝落とし作業にボランティアで
汗を流してもらっています。
　生い茂っていた樹木も見違えるようにすっきりし、枝
落としに苦心していた学校関係者一同感謝の気持ちで
いっぱいです。
ありがとうございました。

九電工の皆様による
学校施設内のボランティア作業

 本物の舞台芸術体験事業
　１０月１６日（金）、１９日（月）に文化庁の招へい支援事業の１つである「本物の舞台芸術体験事業」が
多良木中学校と黒肥地小学校において、開催されました。
　「本物の舞台芸術体験事業」とは、子どもたちが優れた舞台芸術を鑑賞し、芸術文
化団体等による実演指導、ワークショップやこれらの団体等との共演に参加し、本物
の舞台芸術に身近に触れる機会を提供することにより、子どもたちに芸術を愛する心
を育て、豊かな情操を養う事業で、多良木中学校では、藤原歌劇団による音楽劇オペ
ラ「カルメン」のハイライトが上演されました。この日のために、６月から練習に励
んできた生徒約８０名が音楽劇に参加し、劇団員とのオペラの共演に華を咲かせまし
た。また、吹奏楽部の生徒による楽器での共演もありました。
　黒肥地小学校の公演では、セントラル愛知交響楽団によるオーケストラが開催されました。
　児童による指揮者体験や、共演による「ブレーメンの音楽隊」が披露され、事前に練習を重ねてきた成果を
見事に発揮し、素晴らしい舞台となりました。
　本物の舞台芸術に触れて、豊かな感性を育むことができました。

　１０月１２日～１７日にかけて、多良木町青少年育成
会議主催の「えびすっ子ステイ」が開催されました。
　えびすっ子ステイとは、多良木高等学校セミナーハウ
スに町内の小学校４年生から中学校３年生までの異年
齢の児童生徒が宿泊し、日頃の家族への感謝の気持ち
を再認識すると共に、「自分のことは自分でする」こと
を目的に開催されています。
　今年度は２９名の参加があり、参加した児童生徒は
年齢や校区の垣根を越えた交流をしながら、それぞれ
に助け合いました。
　また、この期間中に多良木高校生との交流会が開催
され、参加した児童はとても楽しく交流しました。
　 食 事や 生 活
指導など、御協
力いただきまし
た 皆 様、 大 変
お世話になりま
した。

えびすっ子ステイが開催されました

賞　　　名 学　校　名 学年 氏　　名
熊本日日新聞社賞 多良木中学校 2年 久保田　愛美
多良木町賞 宮ヶ野小学校 6年 寺尾　康汰
多良木町議会賞 黒肥地小学校 4年 尾方　晏奈
多良木町教育委員会賞 多良木中学校 1年 椎葉　睦
多良木町公民館賞 久米小学校 6年 北﨑　美和
多良木町校長会賞 黒肥地小学校 5年 藤本　真由
審査員特別賞 久米小学校 2年 東　朋花
入選 久米小学校 2年 北﨑　愛乃
入選 久米小学校 2年 平田　里奈
入選 久米小学校 3年 壹岐　彩香
入選 久米小学校 4年 北﨑　有為
入選 多良木中学校 1年 梅木　寿恵

第４２回　多良木町読書感想文
コンクールの結果について

　多数ご応募いただきました読書感想文の中から、厳
正な審査の結果、下記のとおり各賞が決定しました。
　入賞された皆様、おめでとうございます。
　たくさんのご応募ありがとうございました。

記

人権メッセージ
　いつでも、おいで、
　　貴方の場所は、とっとるよ。
熊本県人権センター発行　人権メッセージ 
　～伝えよう　広げよう　みんなの想い～ より

多良木高校生との交流風景

黒肥地小学校での一面
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お
知
ら
せ

知
的
障
が
い
者
巡
回
相

談
の
開
催

｢

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
就
職
相

談
会
ⅰ
ｎ
球
磨｣

の
開
催

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
無
料
検

査
に
つ
い
て

【
期 

日
】
十
二
月
二
十
一
日
（
月
）

【
場 

所
】
熊
本
県
球
磨
地
域
振
興
局

　

大
会
議
室
・
中
会
議
室

【
留
意
事
項
】

①
今
回
の
相
談
は
、
療
育
手
帳
の
再

判
定
の
み
で
す
。

②
知
的
障
が
い
児
の
巡
回
相
談
に
つ

い
て
は
、
八
代
児
童
相
談
所
の
管
轄

と
な
り
ま
す
の
で
、
今
回
の
巡
回
相

談
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

③
希
望
者
は
、十
一
月
二
十
日
（
金
）

ま
で
に
多
良
木
町
役
場
町
民
福
祉
課

（
福
祉
係
）
電
話
四
二―

一
二
五
六

（
直
通
）
ま
で
。

住
民
健
診
に
関
す
る
訪
問

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

球
磨
地
域
の
若
い
方
を
対
象
に
、

就
職
支
援
の
一
環
と
し
て
「
ジ
ョ
ブ

カ
フ
ェ
就
職
相
談
会
ｉ
ｎ
球
磨
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
参
加
は
無
料
で
す
が
、
事

前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
日　

時
】
十
一
月
二
十
日
（
金
）

十
時
～
十
七
時
（
事
前
予
約
必
要
）

【
場　

所
】
人
吉
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ

ス
（
人
吉
市
麓
町
一
六
）

【
主
な
内
容
】
①
個
別
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
②
適
性
診
断
③
ミ
ニ
講
話

【
対
象
者
】
お
お
む
ね
三
十
五
歳
未

満
の
方

【
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先
】

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
球
磨　

電
話
二
四―

八
六
〇
九
、
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
サ
テ

ラ
イ
ト
員
（
球
磨
）
電
話
〇
八
〇―

六
四
〇
八―

五
一
四
四

農
業
講
演
会
「
食
糧
事
情
と

多
良
木
の
農
業
」
の
開
催

【
日　

時
】
十
一
月
三
十
日
（
月
）

午
後
三
時
三
十
分

【
場　

所
】
多
良
木
町
多
目
的
研
修

セ
ン
タ
ー
二
階
研
修
室

【
講　

師
】
農
産
園
芸
研
究
所
所
長

　

森
田
敏
雅 

氏

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

多
良
木
町
役
場
農
林
課　

電
話
四
二

―

一
二
五
二
（
直
通
）

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業

　

(

財)

日
本
遺
族
会
は
、
戦
没
者

遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

同
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
委

託
・
補
助
を
受
け
て
実
施
、
先
の
大

戦
で
父
等
を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺

児
を
対
象
と
し
て
、
父
等
の
戦
没
し

た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行

う
と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
友

好
親
善
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

費
用
は
、
賛
助
金
と
し
て
一
律
十

万
円
。
参
加
希
望
者
の
多
い
次
の
五

地
域
を
追
加
事
業
と
し
て
実
施
予
定

で
す
。

　

日
程
等
の
詳
細
は
、(

財)

日
本

遺
族
会
事
業
課
事
業
係
（
電
話
〇
三

―

三
二
六
一―

五
五
二
一
内
線
三
六

五
六
～
八
）
ま
で
。
お
申
込
は
、
各

都
道
府
県
遺
族
会
へ
。

【
実
施
地
域
】
①
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
②
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
③
フ
ィ
リ

ピ
ン
④
ミ
ャ
ン
マ
ー
⑤
中
国

　

保
健
所
や
委
託
医
療
機
関
で
検
査

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
対　

象
】
四
十
歳
以
上
で
今
ま
で

に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
た
こ

と
が
な
い
方
。
特
に
次
の
方
は
検
査

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

①
平
成
六
年
以
前
に
、
大
量
に
出
血

す
る
よ
う
な
出
産
や
手
術
を
経
験
さ

れ
た
方
②
平
成
四
年
以
前
に
、
輸
血

を
受
け
た
方
③
長
期
に
人
工
透
析
を

受
け
て
い
る
方
④
臓
器
移
植
を
受
け

た
方
、
ボ
デ
ィ
ピ
ア
ス
や
入
れ
墨
を

し
て
い
る
方

　

十
月
下
旬
よ
り
、
町
内
を
訪
問
調

査
員
が
巡
回
し
て
い
ま
す
。
特
定
健

診
・
が
ん
検
診
に
関
す
る
内
容
で
受

診
し
や
す
い
体
制
作
り
の
た
め
の
調

査
で
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

多
良
木
町
保
健
セ
ン
タ
ー　

電
話
四

二―

一
一
〇
〇
（
直
通
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

人
吉
保
健
所　

電
話
二
二―

三
一
〇

七准
看
護
師
免
許
取
得
希
望

の
生
徒
を
募
集
し
ま
す
！

■
前
期
募
集
（
今
年
）

【
願
書
受
付
】十
一
月
二
十
四
日（
火
）

～
十
二
月
三
日
（
木
）

【
試
験
日
】
十
二
月
六
日
（
日
）

■
後
期
募
集
（
翌
年
）

【
願
書
受
付
】
一
月
十
二
日
（
火
）

～
一
月
二
十
一
日
（
木
）

【
試
験
日
】
一
月
二
十
四
日
（
日
）

【
募
集
人
員
】
四
十
名

【
受
験
資
格
】
中
学
校
卒
業
（
卒
業

見
込
み
）
以
上

【
試
験
科
目
】
国
語
・
数
学
・
作
文
・

面
接
（
二
十
五
歳
以
上
は
、
作
文
・

面
接
の
み
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

人
吉
准
看
護
学
院　

電
話
二
二―

二

九
六
二

必
ず
チ
ェ
ッ
ク 

最
低
賃
金
！

　

使
用
者
も　

労
働
者
も

　

熊
本
県
最
低
賃
金
が
十
月
十
八
日

か
ら
改
正
に
な
り
ま
し
た
。
新
し
い

最
低
賃
金
は
、
時
間
額
６
３
０
円
で

す
。

　

こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
内
す
べ
て

の
労
働
者
（
臨
時
・
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
者
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含
む
）

に
適
用
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
派
遣
労

働
者
に
つ
い
て
は
、
派
遣
先
の
事
業

場
に
適
用
さ
れ
て
い
る
最
低
賃
金
が

適
用
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
熊
本
労
働
局
労

働
基
準
部
賃
金
室
（
電
話
〇
九
六―

三
五
五―

三
二
〇
二
）
又
は
、
最
寄

り
の
労
働
基
準
監
督
署
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

無
料
の｢

法
務
局
な
ん
で

も
相
談
所｣

の
開
設

【
日　

時
】
十
一
月
二
十
八
日
（
土
）

八
時
～
十
二
時
三
十
分

【
場　

所
】
熊
本
地
方
法
務
局
人
吉

支
局

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

熊
本
地
方
法
務
局
人
吉
支
局　

電
話

〇
九
六
六―

二
二―

三
三
九
三



町長交際費の支出状況 （Ｈ 21.10. 1 〜 10.31）

11月の納税
国民健康保険税　７期
百 太 郎 溝 費　後期
鮎 の 瀬 溝 費　後期

の納入月です

人のうごき （10 月１日現在）

人　口    １１，０７９人
男　　５，１９３人
女　　５，８８６人

出生 １１人　　死亡　８人
転入 ２６人　　転出 ２８人

世帯数 ３，８７６世帯

（11）

第61回人権週間（12月4日～10日）

無料人権相談所の開設
　次のとおり人権相談所が開設さ
れます。相談は無料で、秘密は固
く守られます。
　お気軽にご相談ください。
■期　日　　１２月４日（金）
■時　間　　９時～１２時
■場　所　　多良木町多目的研修

センター２階研修室
■お問い合わせ先
　多良木町役場町民福祉課
　電話４２－１２５６（直通）

多良木町役場の窓口を毎週火・木曜日に午後７時まで開庁しています！（祝日を除く）

『町のホットライン』を開設しています！　電話 42-6111（内線 210 または 231）

交通事故統計（10 月末日現在） 
（　）内は対前年比

件　数
熊本県内
多良木署管内
多良木町内

9,092
49
14

（−292）
（−10）

（−1）

死者数
熊本県内
多良木署管内
多良木町内

70
1
1

（−17）
（−2）
（＋1）

傷者数
熊本県内
多良木署管内
多良木町内

11,720
61
18

（−225）
（−20）

（−4）

期　日 上 球 磨 地 区 中 球 磨 地 区 小児科 （球磨郡・人吉地区）

12月 6日
井口医院
多良木町　42-5570

岩井クリニック
あさぎり町　49-2181

増田クリニック
人吉市　　22-3570

12月13日
東病院
あさぎり町　45-5711

小林クリニック
錦町　　　38-5670

やまむら医院
あさぎり町　45-0005

12月20日
犬童耳鼻咽喉科
多良木町　43-0777

こんどう整形外科医院
あさぎり町　45-6555

たかはし小児科内科医院
人吉市　　24-2222

12月23日
桑原医院
あさぎり町　45-0205

増田耳鼻咽喉科クリニック
あさぎり町　45-8001

公立多良木病院
多良木町　42-2560

12月27日
古城病院
水上村　　44-0321

岩井クリニック
あさぎり町　49-2181

堤病院附属九日町診療所
人吉市　　22-2251

球磨郡医師会休日在宅医当番表（12 月分）
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多良木町から出たゴミの量（10月分）です!!
■多良木町の人吉球磨クリーンプラザへのゴミ搬入状況
◆可燃ゴミ　　　　　　　　　  ◆不燃ゴミ

■診療時間は、午前 9時から午後 5時までです。
■当番医の変更等がありますので、受診時は医療機関へご確認ください。

No. 件　　　　　　名 金　額 支　払　先

1 研修等用焼酎代 13,200円 ㈲みなみ

2
11/2　多良木町森林組合山神祭時
焼酎代

3,320円 ㈲那須酒造場

3
10/28　百太郎水戸神社秋季感謝
祭時焼酎代

2,680円 ㈲みなみ

※金額は、人吉球磨広域行政組合への負担金より算出しています。

10月分 150,590㎏

対前月比
量 ＋6,460㎏

金額 ＋219,640円

　ごみ出しのルールを守りましょう。
　ごみ出し袋は、本町の指定袋を必ず使用し、袋には
世帯主の氏名（フルネーム）を必ず書いてください。

10月分 7,400㎏

対前月比
量 −1,730㎏

金額 −58,820円



再生紙を利用しています。

　平成 21 年 10 月より生活福祉資金が活用しやすく
効果的な支援ができるよう見直されました。
☆貸付の種類
≪新設≫　
①　総合支援資金（生活支援費・住宅

入居費・一時生活再建費）
　○貸付対象 ･･･ 生活困窮者

　失業等、日常生活全般に困難を抱えており、生活の
立て直しのために継続的な相談支援と生活費及び一時
的な資金を必要とし、貸付を行うことにより自立が見
込まれる世帯に貸付ける資金

≪整理・統合≫
②　福祉資金（福祉費・緊急小口資金）　
　○貸付対象 ･･･ 低所得者・障がい者・高齢者
③　教育支援資金（教育支援費・就学支度費）
　○貸付対象 ･･･ 低所得世帯
④　不動産担保型生活資金（不動産担保型生活資金・要

保護世帯向け不動産担保型生活資金）
　○貸付対象 ･･･ 高齢者・要保護の高齢者

【連帯保証人について】　
　原則として、連帯保証人は必要。但し、連帯保証人を
確保できない方についても、貸付を行うことができる。

【貸付利子の引き下げについて】
　連帯保証人を確保した場合・・・・無利子
　連帯保証人を確保できない場合・・年利１．５％

☆資金の創設
≪新設≫【臨時特例つなぎ資金】
　住居のない離職者で、公的給付制度 ( 失業保険・生活
保護費等 ) 又は、公的貸付制度 ( 就職安定資金融資 ･ 住
宅手当 ･ 総合支援資金等 ) を申請して、当該資金等の給
付又は貸付金の交付を受けるまでの当面の生活費の貸付
○貸付対象 ･･･ 住居のない離職者

※詳しい内容については社会福祉協議会 (42-1112) まで
　お問合せください。

生活福祉資金貸付事業のご案内
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社協だより
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